
                                   

                                   

                                   

             

 

           

   

１６
人
が
参
加
し
研
鑽 

                              

                                

り
役
員
の
留
任
も
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

９
月
に
は
、
４９
回
目
を
迎
え

る
全
国
総
会
が
長
野
県
の
エ
ク

シ
ブ
蓼
科
で
開
催
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
仲

間
と
交
流
を
図
る
機
会
と
し

て
、
参
加
し
て
頂
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

非
常
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ

ま
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
・
対
応
は
長
く

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
マ

ス
コ
ミ
報
道
も
続
い
て
い
ま

す
。
会
員
各
位
、
健
康
に
留
意

し
仕
事
や
ス
キ
ー
活
動
等
々
に

取
り
組
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。 
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２
０
１
９-

２
０
Ｓ
Ａ
Ｊ

公
認
パ
ト
ロ
ー
ル
研
修
会
が
昨

年
１２
月
１４
日
・
１５
日
（
日
）

の
２
日
間
に
日
程
で
八
幡
平
市

松
尾
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

安
比
高
原
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
高
畑
伸

也
・
菅
原
健
Ｓ
Ａ
Ｊ
パ
ト
ロ
ー

ル
技
術
員
。 

 

初
日
の
１４
日
は
松
尾
コ
ミ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
受
付
（
８
時

～
９
時
）
を
行
い
指
導
員
研
修

会
と
合
同
で
行
わ
れ
た
開
会
式

と
県
連
会
長
挨
拶
と
全
体
理
論

を
受
け
た
の
ち
、
班
ご
と
研
修

へ
。
パ
ト
ロ
ー
ル
班
は
部
屋
を

変
え
理
論
検
修
と
日
程
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
午
後
は
安
比
ス
キ

ー
場
に
移
動
し
雪
上
実
技
へ
入
り

ま
し
た
。
当
日
は
雨
の
落
ち
る
中

で
の
実
技
と
な
り
ま
し
た
が
、
両

技
術
員
の
指
導
の
下
、
基
本
と
パ

ト
ロ
ー
ル
検
定
の
種
目
を
中
心
と

し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
、
午
前
中
は
室
内
検

修
で
足
首
の
テ
ー
ピ
ン
グ
の
方
法

の
実
技
（
写
真
）
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
公
認
パ
ト
ロ
ー
ル
で
も
あ

り
、
日
赤
救
急
法
指
導
員
の
千
葉

壽
夫
さ
ん
（
衣
川
ス
キ
ー
協
会
）。

最
初
は
千
葉
さ
ん
が
参
加
者
の
佐

藤
真
也
さ
ん
（
衣
川
ス
キ
ー
協
会
）

の
足
に
説
明
し
な
が
ら
テ
ー
ピ
ン

グ
の
仕
方
と
コ
ツ
を
示
し
な
が
ら

実
践
、
参
加
者
は
う
な
ず
き
、
首

を
ひ
ね
り
な
が
ら
見
入
り
ま
し

た
。
続
い
て
各
自
用
意
し
た
５０

議
題
１
「
令
和
元
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て
」
、
議
題
２
「
令

和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
」
、
議
題
３
「
役
員
の

改
選
に
つ
い
て
」
に
い
て
、
書

面
表
決
を
受
け
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
会

員
皆
さ
ん
の
賛
成
を
受
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
な
お
、
今
年
は
役
員
の

改
選
の
年
で
あ
り
、
別
掲
の
通
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ｍ
ｍ
の
テ
ー
ピ
ン
グ
を
使
い
、

パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
み
相
手
の
右

足
に
テ
ー
ピ
ン
グ
を
実
践
。
綺

麗
に
う
ま
く
い
く
人
、
な
ん
と

な
く
う
ま
い
人
と
そ
れ
ぞ
れ
で

し
た
。
私
は
手
ん
ど
う
悪
く
、

う

ま

く

い

き

ま

せ

ん

で
し

た
・
・
・
。
千
葉
さ
ん
か
ら
「
足

首
は
特
に
サ
ポ
ー
ト
で
の
保
護

は
無
理
と
思
う
の
で
、
テ
ー
ピ

ン
グ
を
考
え
て
く
だ
さ
い
」
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
は
、

前
日
の
雨
も
上
が
っ
た
雪
上
で

の
実
技
を
行
い
、
指
導
員
研
修

会
参
加
の
仲
間
と
共
に
閉
会
式

を
行
い
研
修
会
終
了
と
な
り
ま

し
た
。 

有
資
格
者
の
パ
ト
ロ
ー
ル
研

修
会
も
２
年
に
１
回
と
な
り
、

指
導
員
・
準
指
導
員
の
人
は
指

導
員
研
修
会
と
１
年
毎
の
研
修

会
参
加
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

Ｓ
Ａ
Ｊ
の
保
険
加
入
者
の
中

で
、
資
格
停
止
で
加
入
し
問
題

が
発
生
し
て
い
る
や
も
耳
に
し

ま
す
。
是
非
、
２
年
に
１
回
は

研
修
会
に
参
加
し
資
格
を
維
持

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
会

報
６０
号
の
一
戸
ス
キ
ー
協
会
・

奥
中
山
高
原
ス
キ
ー
場
の
澤
村

守
さ
ん
の
報
告
に
も
あ
っ
た
よ

う
に
、
毎
年
４
月
に
青
森
県
連

主
催
の
「
公
認
パ
ト
ロ
ー
ル
春

山
訓
練
・
八
甲
田
」
も
あ
り
ま

す
。
研
修
会
に
参
加
し
研
鑽
・

交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。 

一
戸
町
ス
キ
ー
協
会 

西
舘
忍 

２８
期 

西
舘 

忍 

 
 

 

) 

 

令和 2 年度総会議決結果 
 

書面表決書提出 49 通 

（総会員数 83 名） 

 規約11条3 総会は総数の2分の1以上の

出席により成立し、議事は出席者の過半数をも

って決する。 

 よって、総会が成立し、以下のとおり議決が

成立しました。  

記 

議題1 令和元年度事業報告について 

議題2 令和2年度事業計画（案）について 

議題3 役員の改選について 

賛成 49 反対 0 

令
和
２
年
度
の
日
本
ス
キ
ー
パ

ト
ロ
ー
ル
協
議
会
岩
手
県
支
部
の

総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
影
響
に
よ
り
、
残
念
で
は

あ
り
ま
す
が
例
年
通
り
６
月
に
予

定
し
て
い
た
総
会
を
中
止
と
い
た

し
ま
し
た
。 

 

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
事
務
局

か
ら
総
会
資
料
、
岩
手
県
支
部
総

会
開
催
（
書
面
表
決
）
の
お
知
ら

せ
、
書
面
表
決
書
ハ
ガ
キ
を
送
り
、

役 職   氏 名  所属/名称 

名誉顧問  松ノ木 敏 雄 県連盟教育本部長 

顧  問  佐 藤 安 美 北上市スキー協会 

〃   遠 藤  正  盛岡市スキー協会 

会  長   青名畑 幸 彦 葛巻町スキー協会 

(地区幹事) 

副 会 長  葛 西 敏 史 一戸町スキー協会 

(ﾄﾞｸﾀｰﾊﾟﾄ) 

〃     齋 藤  孝  水沢スキー協会 

理 事 長  西 舘  忍  一戸町スキー協会 

副理事長  菅 原  健  金ヶ崎町スキー協会 

(事務局長) 

理 事   和 野 正 章 久慈市スキー協会 

〃     髙 橋  徹  江刺スキー協会 

〃     別 部 俊 一 盛岡市スキー協会 

監 事   千 葉 芳 胤 水沢スキー協会 

〃     千 葉 寿 夫 衣川スキー協会 

 

－宜しくお願いします― 


